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規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
八
十
号

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定

め
る
規
則

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県

条
例
第
四
十
四
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
八
十
一
号

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
六
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
、「
現
金
領
収
票
」
を
「
現
金
領
収
書
」
に
改
め
、
同
条

を
第
二
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
一
号
様
式
」
に
、「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
二
号
様
式
」

に
、「
現
金
領
収
票
」
を
「
現
金
領
収
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
は
、
青
少
年
及
び
そ
の
指
導

者
が
」
を
「
の
発
行
を
受
け
た
者
は
、」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
号
様
式
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、「

」
を
「

）」
に
改
め
、
同
様
式
注
を
削
り
、
同
様
式
を
第
一
号
様
式
と
す
る
。

第
二
号
様
式
の
二
及
び
第
二
号
様
式
の
三
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
注
を
削
り
、
同

様
式
を
第
二
号
様
式
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
し
た
回
数
券
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
し
た
回
数
券
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
八
十
二
号

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
条
の
五
第
三
号
中
「
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」

に
、「
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
」
を
「
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
」
に
、「
日
本
障
害

者
雇
用
促
進
協
会
」
を
「
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
」
に
、「
日
本
体
育
・
学
校

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
〇
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

九
月
二
十
九
日

第
千
四
百
十
九
号

月　曜　日

（
第
５
条
関
係
）

（
第
３
条
関
係
）

（
第
５
条
関
係
）

（
第
３
条
関
係
）

青
少
年
等
）

区
分



健
康
セ
ン
タ
ー
」
を
「
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
中
「
韮
崎
市
」
の
下
に
「
、
南
ア
ル
プ
ス
市
（
平
成
十
五
年
三
月
三

十
一
日
に
お
け
る
旧
櫛
形
町
の
区
域
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
、
櫛
形
町
」
を
削
る
。

「
１
　
　
２
　
　
３
　
　
４
　
　
５
　
　
６
　
　
７
　
　
８

第
四
十
八
号
様
式
注
以
外
の
部
分
中

１
２
　
１
３
　
１
４
　
１
５
　
１
６
　
１
７
　
１
８
　
１
９

９
　
１
０
　
１
１
　
　
「

１
　
　
２
　
　
３
　
　
４
　
　
５
　
　
６
　
　
７
　
　
８
　
　
９

を

２
０
　
２
１
　
２
２
」

１
１
　
１
２
　
１
３
　
１
４
　
１
５
　
１
６
　
１
７
　
１
８
　
１
９

１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
１
０
　
財
形
貯
蓄
契
約
に
係
る
生
命
保
険
等
の
差
益

に
改
め
、
同
様
式
注
中

を
「
１
０

２
０
」

１
１
　
公
募
証
券
投
資
信
託
の
収
益
の
分
配
」

「
１
２
　
　
「
１
１
　
　
　
「
１
４
　

国
外

財
形
貯
蓄
契
約
に
係
る
生
命
保
険
等
の
差
益
」

に
、

を
　
　
　
　
に
、

１
３
」

１
２
」

１
５
　

特
定

公
募
投
資
信
託
等
の
収
益
の
分
配
　
　
「
１
３
　
国
外
私
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
等
の
収

を

投
資
法
人
の
投
資
口
の
配
当
等
」

の
分
配

「
１
６
　
　
「
１
４

１
７
　
　
　
１
５

１
８
　
　
　
１
６

益
　
に
、

１
９

を

１
７
　
に
改
め
る
。

」

２
０
　
　
　
１
８

２
１
　
　
　
１
９

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
の
五
第
三
号
の
改
正

規
定
中
「
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
に
改
め
る
部
分
は

平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、
第
四
十
八
号
様
式
の
改
正
規
定
は
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
八
十
三
号

山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九

条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
三
項
、
第
四
条
第
六
項
及
び
第
十
項
並
び
に
第
九
条
第
五
項
」
を

「
第
二
条
第
四
項
、
第
四
条
第
七
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
規
則
第
四
条
の
三
第
二
項
の
学
校
法
人
寄
附
行
為
変
更
届
出
書
は
、
第
二
十
六
号
様
式
の
二

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

六
一
〇

「
１

２
３

４
５

６
７

８

１
２
１
３
１
４
１
５
１
６
１
７
１
８
１
９

９
　
１
０
　
１
１
　
　
「
１
　
　
２
　
　
３
　
　
４
　
　
５
　
　
６
　
　
７
　
　
８
　
　
９

２
０
　
２
１
　
２
２
」

１
１
　
１
２
　
１
３
　
１
４
　
１
５
　
１
６
　
１
７
　
１
８
　
１
９

１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
１
０
　
財
形
貯
蓄
契
約
に
係
る
生
命
保
険
等
の
差
益

「
１
０

２
０
」

１
１
　
公
募
証
券
投
資
信
託
の
収
益
の
分
配
」

「
１
２
　
　
「
１
１
　
　
「
１
４

財
形
貯
蓄
契
約
に
係
る
生
命
保
険
等
の
差
益
」

１
３
」

１
２
」

１
５

公
募
投
資
信
託
等
の
収
益
の
分
配
　
「
１
３
　
国
外
私
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
等
の
収

投
資
法
人
の
投
資
口
の
配
当
等
」

の
分
配

「
１
６
　
　
「
１
４

１
７
　
　
　
１
５

１
８
　
　
　
１
６

益
１
９
　
　
　
１
７
　
　

」
２
０
　
　
　
１
８

２
１
　
　
　
１
９

２
２
　
　
　
２
０
」



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

六
一
一



第
二
十
六
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

六
一
二



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

韮
崎
市

二
　
事
業
の
種
類

女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
建
設
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
韮
崎
市
神
山
町
北
宮
地
字
妻
神
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
建
設
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条
第

三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
建
築
工
事
費
等
に
つ
い
て
は
既
に
財
政
措
置
を
講
じ
、
用
地
補
償
費
に
つ
い
て
は

平
成
十
五
年
度
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と

能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

起
業
者
は
市
内
の
山
村
地
域
で
あ
る
円
野
町
、
清
哲
町
及
び
神
山
町
に
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
拠
点
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
は
そ
の
三
箇
所
目
と
な
る

神
山
町
に
女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
る
。
本
施
設
は
、
地
域
の
女

性
、
若
者
、
高
齢
者
等
の
学
習
・
文
化
・
健
康
づ
く
り
の
場
及
び
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
の

利
用
が
見
込
ま
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利

益
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

起
業
地
は
、
利
便
性
、
経
済
性
、
安
全
性
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
さ
れ
た
三
案
に
つ
い
て

比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
予
想
利
用
者
数
か
ら
積
算
し
た
施
設
規
模
等
と
し
て
お

り
、
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

か
ら
　
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
の
事
業
計
画
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

本
事
業
は
、
平
成
十
一
年
度
に
韮
崎
市
が
策
定
し
た
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事

業
実
施
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
早
急
に
施
行
す
る
必
要
性
が
高
い
事
業
と
認
め

ら
れ
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四

号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

韮
崎
市
役
所
産
業
経
済
課
農
林
室

山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
三
七
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
御
坂
町
大
字
上
黒
駒
字
西
馬
鞭
三
五
五

旧
　
八
・
五
〜
　

一
二
五
・
〇

七
番
の
一
地
先
か
ら

九
・
〇

東
八
代
郡
御
坂
町
大
字
上
黒
駒
字
西
馬
鞭
三
五
四

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

六
一
三
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八
番
の
一
地
先
ま
で

新
　
九
・
五
〜
　

一
二
五
・
〇

二
四
・
〇

山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
四
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
巨
摩
郡
高
根
町
大
字
清
里
字
念
場
原
三
五
四
四

旧
　
二
〇
・
四
〜

四
〇
〇
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

五
二
・
八

北
巨
摩
郡
高
根
町
大
字
清
里
字
念
場
原
三
五
四
五

番
の
一
〇
五
二
地
先
ま
で

新
　
二
〇
・
四
〜

四
〇
〇
・
〇

三
三
・
〇

山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

一
四
一
号

北
巨
摩
郡
高
根
町
大
字
清
里
字
念
場

一
三
二
三
・
〇

平
成
十
五
年

道

原
三
六
三
九
番
の
一
九
地
先
か
ら

九
月
二
十
九

北
巨
摩
郡
高
根
町
大
字
清
里
字
念
場

日

原
三
五
四
五
番
の
九
六
三
地
先
ま
で

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日

六
一
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